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栄東まちづくり協議会・委員会議事録 

 

日 時 2019 年 12 月 23 日（月）18:30～19:30 場 所 栄東まちづくり協議会会議室 

出席者 辻本会長、田端副会長、林、辻、原田、野田、舘、宮島、甲斐（鳥原代理） 

監事  河田  傍聴人 0 名 

 

● 定足数の確認 

9 人中 9 人の出席で規約第 15 条第 2 項の規定（在籍会員の過半数の出席）により有効に

成立 

 

● 議題及び報告事項（別添資料参照） 

 

● 議事要旨 

議題： 

1 2020 年度事業計画(案)及び予算(案) 

別紙 1.2 の通り、各構成団体から予算要望を受けた。団体長会議と正副部会長会議に

て検討し、別紙 3 の事業計画（案）及び別紙 4 の予算（案）を作成した。12 月末で予

算額が確定するので変更の可能性はあるが、現在の見込み額で予算を策定した。 

予算の留意点として、防災講習会は中日ビル建替えの影響で中区ホールの使用がで

きないことを想定し、予算額を増やしている。多文化共生事業で実施していたバスケ 3

ｂｙ3 は参加者に外国籍の人が少ないため、地域イベントに位置付ける。イルミネーシ

ョン装飾は、装飾の拡大費用を見込んでいる。公衆無線 LAN の運用は未整備区間の最

終調整中であり、ビルオーナーの許可が下りれば当初計画通りのアンテナが設置でき

る。新規事業として地域協働事業を立ち上げる。地域の担い手を増やし、栄東の新し

い魅力を発信することを目的として制度設計に着手する。留意点として、池田公園は

トイレ改修の設計までを見込んでいる。照明整備はこれから計画を始めるので手法や

内容は未定である。事務費にあるホームページのリニューアルは、協議会としての発

信ではなく、栄東のイベントや特色を効果的に伝えるサイトを考えている。補助金の

執行上問題ない内容にできるよう考えている。 

 

・2020 年度は 29 基の街路灯更新とあるが、この街路灯はどのくらい年数が経っているのか。 

  →30 年以上経っている。栄東には約 300 本の街路灯があり、順次更新している。 

 

・防犯カメラの予算が今年度より高くなっている要因は何か。 

  →事業者変更と消費税増税分によるものである。入札で予算より低くなる可能性はある。 

 

・防災防犯講習会の会場について、予定はわかっているのか。 

→庁内で調整している。時期について総務などと連絡を取り確認する必要がある。  

 

・トイレの改修方法は調整しているが、照明整備についても相談・調整して進めて欲しい。 

  →既存設備が修理できるかどうかを確認して頂いている。整備の方法についても補助金で 

の執行であることを踏まえ、土木含め、各所に相談して進めていきたい。 

 

・池田公園の照明の現状について確認しているが、協議会とはまだ打ち合わせをしていない。

→修理可能かどうか細かい調整をさせて頂きたい。 

 

・今年度の公園整備事業の決算見込み額はコンサル委託の費用か。 

→今年度は児童遊園地の照明設置の費用である。 
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・地域協働事業は新しい事業であるが、事業策定の手法（委託等）は決まっているのか。 

→地域でイベントをしたいという団体が既にある。イベント内容等を踏まえて、どのよう

な協働ができるか、費用負担等含めて模索している。 

 

・持ち込み提案や共催で実施するのであれば、プロポーサルのような仕組みが必要となる。  

→地域参加型である。全く知らない団体に委託する事業ではない。 

→持ち込みイベントに協議会が一部負担するのではなく、協働事業として実施する。  

 

・事業費の支出の仕方が問題にならないように、事前に相談・調整頂きたい。 

→実行員会形式や役割分担を明確にした協働体制を目指している 

 

2 その他 

 事務局長の給与が低いのではないかと思う。給与改定を承認頂きたい。 

 

・具体的な給与や勤務形態など今後のことも含めて検討したい。会長始め地域の思いとして

給与改定の希望は受け止めている。 

 

・予算案は給与が改定された金額の積算か。 

→今年の給与で積算している。 

 

● 報告要旨 

池田公園イルミネーションイベントは無事実施できた。イベント風景を動画にしており、  

最終校正段階である。同時開催の女子大地蔵祭りも実施済みである。 

 

● その他 

次回委員会は 2 月 13 日（木）18 時 30 分から実施する。 


